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このひとに

地
位
利
用
し
憲
法
否
定
す
る
行
為

平
和
的
生
存
権
を
脅
か
し
て
い
る

日本の侵略戦争を肯定した輸文を発表して航空幕僚長を辞
任され、推定額面7000万円の退職金を受領して定年退職し
た田母神俊雄氏。同氏は、在職中から部下に政治活動を促
すなど、文民統制違反の疑いのある行動をとってきた。一
連の言動によってr平和的生存権を侵され」r精神的苦痛を
受けた」として、会社員の長岩均さん（訂）が、田母神氏
に2万円の損害賠償講求訴訟を起こした。

－
3
月
1
0
日
、
裁
判
が
始

ま
り
ま
し
た
ね
。

長
岩
均
さ
ん
　
彼
は
、
あ
の

侵
略
戦
争
を
肯
定
し
、
統
合
幕

僚
学
校
校
長
時
代
に
は
、
地
位

を
利
用
し
て
憲
法
否
定
教
育
を

大
々
的
に
進
め
ま
し
た
。
自
衛

隊
の
学
校
は
わ
れ
わ
れ
の
税
金

で
賄
わ
れ
て
い
る
の
で
す
よ
。

軍
国
主
義
や
旧
日
本
軍
を
礼

賛
し
た
り
、
民
主
主
義
そ
の
も

の
に
危
機
を
も
た
ら
す
言
動
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
懲
戒
免
恥
に
も
さ
れ
ず
、

高
額
退
職
金
を
受
け
取
っ
た
こ

と
に
懸
る
人
は
多
い
で
す
ね
。

戦
前
戦
中
の
軍
人
と
変
わ
り

な
い
思
想
を
持
つ
だ
け
な
ら
個

人
の
自
由
か
も
し
丸
ま
せ
ん
が
、

地
位
を
利
用
し
て
部
下
に
独
自

の
歴
史
観
や
政
治
的
発
音
を
促

し
て
い
た
こ
と
は
間
違
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
1
1
月
1
1
日
の
参
院

外
交
防
衛
委
員
会
参
考
人
質
問

で
は
、
問
題
に
な
っ
た
懸
賞
論

文
に
応
募
し
た
自
衛
官
に
関
し

て
「
私
が
声
を
か
け
れ
ば
1
0

0
0
人
は
下
ら
な
い
」
の
孝
吉

に
、
恐
怖
と
怒
り
を
覚
え
た
人

も
多
い
で
し
ょ
う
。

1
代
理
人
な
し
の
本
人
訴

訟
で
す
よ
ね
。

長
岩
は
い
。
昨
年
1
2
月
3

日
、
東
京
簡
易
裁
判
所
に
2
万

円
の
慰
謝
料
請
求
を
求
め
る
訴

状
を
出
し
ま
し
た
。
同
月
訪
日

に
は
、
「
高
度
な
憲
法
判
断
」
を

要
す
る
、
な
ど
の
理
由
で
、
東
京

地
裁
に
移
送
さ
れ
た
の
で
す
。

そ
し
て
3
月
1
0
日
に
第
1
回

口
頭
弁
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。

園
「
文
民
統
制
」
を
無
視

1
1
訴
状
に
よ
る
と
、
約
1
0 年

前
か
ら
の
田
母
神
氏
の
言
動

を
問
題
に
し
て
い
ま
す
が
。

長
岩
田
母
神
氏
の
思
想
と

行
動
は
、
彼
自
身
が
書
い
た
『
肪

友
』
（
自
衛
隊
幹
部
を
対
象
と
し

た
隊
内
誌
）
に
彼
自
身
が
書
い

た
「
航
空
自
衛
隊
を
元
気
に
す

る
10
の
提
言
」
（
2
0
0
3
～
鵬

年
）
に
明
確
に
表
れ
て
い
ま
す
。

1
9
9
9
年
、
小
松
基
地
司

令
だ
っ
た
と
き
に
文
民
統
制
を

無
視
し
て
〝
実
力
行
使
″
し
た

の
で
す
。
彼
自
身
が
書
い
た
と

こ
ろ
に
よ
る
と
、
石
川
県
小
松

市
主
催
の
ど
ん
ど
ん
祭
り
で
自

衛
隊
幹
部
は
ひ
な
壇
に
登
ら
な

い
と
決
め
ら
れ
た
の
に
、
イ
ベ

ン
ト
当
日
に
制
服
を
着
て
副
官

を
伴
い
参
加
、
結
局
ひ
な
壇
に

並
び
、
場
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
紹

介
を
無
理
や
り
さ
せ
ま
し
た
。

皇
太
子
夫
妻
が
小
松
空
港
に

↑
田
母
神
論
文
が
掲
載
さ
れ
た
ア
バ
グ
ル
ー
プ
の
冊
子
。

・
文
民
株
制
・

主
権
在
民
を
明

記
し
た
憲
法
体

制
を
全
面
的
に

否
定
し
て
き
た

こ
と
で
す
ね
。

長
岩
　
「
航

空
自
衛
隊
を
元

気
に
す
る
揖

言
」
で
、
「
自
衛

隊
の
中
に
も
相

曽参院外交防衛委員会に参考
人として招致された田母神像
姓氏（08年11月11日）。

前腕喪幕僚長・国母神俊雄氏に
棚を起こした

騰勢鞄鞄

立
ち
寄
っ
た
際
に
も
、
行
政
の

決
定
を
無
視
し
執
拗
（
し
っ
よ

う
）
に
要
求
し
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
出

口
に
並
び
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、

小
松
市
や
石
川
県
、
つ
ま
り
文

民
の
決
定
を
無
視
し
、
軍
（
自
衛

隊
）
の
意
思
を
押
し
通
す
実
力

行
使
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

さ
ら
に
、
舵
年
か
ら
朗
年
に

か
け
て
田
母
神
氏
の
幕
僚
学
校

校
長
在
任
中
の
こ
と
で
す
。
「
航

空
自
衛
隊
を
元
気
に
す
る
1
0
の

提
言
パ
ー
ト
Ⅱ
」
で
5
・
1
5
事

件
や
2
・
2
6
事
件
に
言
及
し
「
そ

の
反
動
で
制
空
蒜
官
に
は
モ

ノ
を
膏
わ
せ
な
い
と
い
う
風
潮

が
広
が
っ
て
し
ま
っ
た
。
だ
か

ら
自
衛
官
は
国
家
に
対
し
茶
坊

主
に
な
る
し
か
な
か
っ
た
…
」

と
茶
坊
主
（
こ
の
場
合
は
政
治

家
＝
文
民
に
お
も
ぬ
る
こ
と
）

か
ら
の
脱
却
主
音
は
、
5
・
1
5

事
件
と
2
・
訪
事
件
の
肯
定
に

行
き
着
き
ま
す
。

し
か
も
、
先
ほ
ど
指
摘
し
た

よ
う
に
、
ど
ん
ど
ん
祭
り
や
皇

太
子
夫
妻
出
迎
え
で
、
文
民
の

制
止
を
振
り
切
っ
て
実
力
行
使

し
た
事
実
が
あ
り
ま
す
。

園
ク
ー
デ
タ
ー
の
恐
怖

－
最
大
の
問
題
は
、
非
戦

r
O
あ
ゆ
み
○
…
…

雷
な
か
い
わ
　
ひ
と
し
　
1
9

5
1
年
、
名
古
屋
生
ま
れ
。
願

年
、
乃
年
安
保
闘
争
に
参
加
す

る
た
め
高
校
を
中
退
し
て
上

京
。
需
配
達
・
牛
乳
配
達
を

し
な
が
ら
三
鷹
高
隻
時
制
に

導
っ
。
－
時
、
ブ
ラ
ジ
ル
移
住

を
具
し
石
材
を
故
う
職
業
に

就
く
。
し
ば
ら
く
政
治
的
か
か

わ
り
は
な
か
っ
た
が
、
2
0
0

0
年
、
官
庁
入
札
談
合
拒
否
を

貫
い
た
た
め
、
当
時
勒
め
て
い

た
毒
会
社
か
ら
解
雇
さ
れ
て

裁
判
綿
争
（
実
質
勝
訴
の
和

解
）
。
会
社
員
の
傍
ら
、
3
年
前

か
ら
「
9
集
改
零
阻
止
の
会
」

の
活
動
を
籠
け
て
い
る
。

手
国
へ
の
攻
撃
に
つ
い
て
徹
底

的
に
考
え
る
人
た
ち
が
必
要
で

あ
る
と
思
う
（
中
略
）
。
相
手
の

攻
撃
に
対
し
て
専
ら
守
り
ば
か

り
を
考
え
て
い
て
は
、
一
歩
ず

つ
後
退
す
る
だ
け
で
あ
る
」
と

書
い
て
い
ま
す
。

開
港
と
な
っ
た
懸
賞
論
文

「
日
本
は
侵
略
国
家
で
あ
っ
た

の
か
」
で
は
、
「
自
衛
隊
は
（
中

略
）
、
集
団
的
自
衛
権
も
行
使
で

き
な
い
、
武
器
の
使
用
も
極
め

て
制
約
が
多
い
、
ま
た
攻
撃
的

兵
器
の
保
有
も
禁
止
さ
れ
て
い

る
。
（
中
略
）
こ
の
マ
イ
ン
ド
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
か
ら
解
放
さ
れ
な

い
限
り
我
が
国
を
自
ら
の
力
で

守
る
体
制
が
い
つ
に
な
っ
て
も

完
成
し
な
い
」
と
主
張
し
て
い

ま
す
。

統
合
幕
僚
学
校
校
長
時
と
航

空
幕
僚
長
時
の
表
明
で
す
か

ら
、
官
位
・
職
位
・
職
制
を
利

用
し
て
、
脱
専
守
防
衛
・
悪
法

否
定
・
脱
法
行
為
を
教
唆
し
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

国
民
に
と
っ
て
の
恐
怖
は
、

ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
に
つ
い
て
の

彼
の
琴
吉
で
す
。
こ
の
爆
弾
は
、

親
爆
弾
の
中
に
多
数
の
小
爆
弾

を
含
ん
で
い
て
、
約
4
0
％
が
不

発
弾
に
な
り
市
民
に
被
害
を
も

た
ら
し
ま
す
。
田
母
神
氏
は
、

「
攻
撃
さ
れ
て
牒
閥
（
じ
ゅ
う

り
ん
）
さ
れ
る
か
、
守
り
抜
い

た
後
で
不
発
弾
処
理
を
し
た
方

が
い
い
か
。
今
の
技
術
レ
ベ
ル

だ
と
、
私
は
後
者
だ
と
思
う
」

と
述
べ
ま
し
た
。

多
数
の
国
民
が
死
傷
し
て

も
、
大
本
営
な
い
し
防
衛
省
を

死
守
せ
よ
、
と
育
っ
て
い
る
の

に
等
し
い
と
思
い
ま
す
。

地
位
を
利
用
し
て
部
下
に
対

す
る
脱
専
守
防
衛
教
育
、
文
民

統
制
揉
踊
教
育
、
自
衛
隊
に
よ

る
専
制
攻
撃
教
唆
、
集
団
的
自

衛
権
…
と
自
衛
隊
法
や
憲
法
そ

の
他
に
違
反
す
る
重
大
な
行
為

ば
か
り
で
す
。

ク
ー
デ
タ
ー
を
思
わ
せ
る
恐

怖
、
「
主
権
在
軍
」
国
家
へ
の
恐

怖
、
国
民
が
盾
に
な
る
恐
怖

（
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
発
言
）
な

ど
、
平
和
的
生
存
を
脅
か
さ
れ

て
い
る
と
し
か
思
え
ま
せ
ん
。

鴻
年
4
月
、
自
衛
隊
の
イ
ラ

ク
派
兵
等
差
し
止
め
請
求
控
訴

事
件
の
名
古
屋
高
裁
判
決
に
示

さ
れ
た
「
平
和
的
生
存
権
に
具

体
的
権
利
性
が
あ
る
」
こ
と
を

実
行
す
る
裁
判
で
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。

埼
誰
で
も
参
加
で
き
る

重
名
古
屋
の
よ
う
に
集
団

訴
訟
に
な
る
の
で
す
か
。

長
岩
　
遺
定
当
事
者
制
度

（
欄
外
「
メ
モ
ー
参
照
）
に
よ
っ

て
、
賛
同
す
る
方
は
、
選
定
当

事
者
選
定
書
（
正
・
副
2
枚
）

を
選
定
当
事
者
（
私
）
に
送
っ

て
く
だ
さ
れ
ば
、
誰
で
も
選
定

人
と
し
て
参
加
で
き
ま
す
。

遵
法
な
書
動
を
し
た
政
治
家

に
対
し
て
は
、
有
権
者
は
投
票

で
意
思
表
示
で
き
ま
す
。
し
か

し
、
地
位
を
利
用
し
た
自
衛
隊

高
級
幹
部
の
数
々
の
違
憲
・
脱

法
行
為
示
唆
に
対
し
て
は
、
裁

判
に
訴
え
る
し
か
方
法
は
な
い

の
で
す
。

連
絡
先
℡
0
3
（
3
3
5
6
）

（
聞
き
手
＝
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
・
林
克
明
）

【
邁
定
当
事
者
新
鹿
鎚
出
典

圏
通
の
被
害
を
受
け

た
複
数
の
被
善
書

の
中
か
ら
、
全
員

の
た
め
に
原
告
と
な
る
専
（
遭

定
当
事
者
情
長
岩
さ
ん
）
を
遭

任
し
、
訴
訟
を
進
め
る
制
度
。

具
体
的
に
は
、
「
選
定
当
事
者
選

定
雷
」
を
雷
き
、
選
定
当
事
者

に
委
ね
る
。
こ
の
制
度
だ
よ
り

長
者
さ
ん
一
人
に
よ
っ
て
蕎
蛤

さ
れ
た
訴
訟
が
、
大
規
模
訴
訟

へ
葺
す
る
可
能
性
も
あ
る
。


